


二十歳のつどい





Vol.２8

産山村放課後児童クラブ支援員

おおたにまさえ

生きてるやつはさすがにちょっと ....((+_+))。ママに先生と言っちゃう場合もあるらしい。

運動がすごく苦手だった。

足が遅いのもスポーツができないのも、 才能がないからだと思ってた。

でも、 今思うと、 足が速い子はいつも走ってたし、

スポーツが上手な子はいつもボールを投げてた。

そして私はいつも絵を描いてた。

たったそれだけのことなんだね。

ホントに怖い話をすると泣く。 弟にも着せようと思ってたのに～。
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